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阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
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黒田：ただいまより、武庫川女子大学生活美学研究所、第 24 回秋
季シンポジウムを開催いたします。本日は秋晴れの中、秋季シンポ
ジウムにお運びいただきまことにありがとうございます。本日、司
会進行を務めさせていただきます、生活美学研究所の黒田と申しま
す。よろしくお願いいたします。本日のテーマは『阪神間ルネッサ
ンスⅥ 燦
きら
めいて雅
みやび
～女流表現の美学～』でございます。生活美学
研究所では、毎年年間テーマを定め、それに沿った定例研究会を開
催しております。本年度は「燦
さん
」というテーマで開催してまいりま
した。秋季シンポジウムもそのテーマに沿って開催いたします。ご
案内にもありますように、それぞれの分野で当代一流の方を講師に
お呼びしております。女流表現の燦めきが眩しい、心躍るシンポジ
ウムとなることを期待しております。それでは、当研究所所長の森
田雅子よりご挨拶をさせていただきます。
森田：みなさまこんにちは、ようこそお越しくださいました。本日
は紅葉狩りに絶好の気候の中、多数お越しいただき本当にありがと
うございます。生活美学研究所所員、スタッフ一同心より歓迎申し
上げます。先ほど黒田研究員より少し説明がございましたが、私
からも生活美学研究について説明させていただきます。本研究所
は、平成 2 年に京都大学名誉教授多田道太郎により甲子園会館内に
設立されました。ご存知のとおり、フランク・ロイド・ライトの弟
子である遠
えんどう
藤新
あらた
のデザインと林
はやし
愛
あいさく
作の構想により昭和初期に竣工
し、｢東の帝国ホテル、西の甲子園ホテル｣ と並び称された名建築
です。また、5 年ほど前より、鳴尾地域におきましても、武庫川女
子大学学術交流会館という地域の研究拠点も新たに持つことができ
ました。生活美学研究所としては、何よりも地域の皆様とともにあ
り、地域の皆さまに愛される、明るく開かれた研究所でありたいと
思っております。
さて、生活美学研究とはどのようなことか、我々の生活を豊かに
する方法はいろいろとあります。中国の賢者が作った「美」という
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漢字には、大きな羊という意味があるそうです。中国の賢者は、「美」
は大きい羊のようなものであると考えており、空腹の人にとっての
ごちそうであると考えてもよいわけです。つまり、「美」は慰みご
とではなく、生存にとって必要不可欠なことの性質を表す目印とい
えるのではないでしょうか。心と頭は美の感覚に頼りつつ自分の身
体の生活行動を導いていくのです。それが我々の日常生活ではない
かと考えます。生活の中での美の感覚というと、一見マージナルな
領域のように思い込まれる方もいます。しかし、生活とは、人類の
生存の基盤をなす根源的な研究の出発点であり、同時にその回帰す
るところでもあります。
そこで、生活美学研究所では、生活美学研究の手法として、まず
生活の中の美を１つ１つ丹念に探し出し、讃えるということから始
めています。このようにして研究所では、漢字一字で表す年間研究
テーマを毎年定めているのです。その研究成果は、それぞれ生活美
学研究所紀要、シンポジウム記録集、そして小研究会報告書などで
刊行されています。バックナンバーはご要望があれば残部がある限
り無償でおわけしております。
さて、本日掲げておりますシンポジウムのテーマは『阪神間ルネッ
サンスⅥ 燦めいて雅～女流表現の美学～』です。生活美学研究所
では、東日本大震災の起きました平成 23 年より、被災地の暮らし
に寄り添う年間テーマを選ぶというささやかな復興支援を行ってお
ります。昨々年は「影」、昨年は「里」、そして今年は気分も燦
きら
めく
ように「燦（さん・きらめき）」と設定させていただきました。本
日のシンポジウムは、各分野において最前線で活躍する輝かしい講
師の方々と考えていきたいと思います。山村流上方舞の山
やまむら
村若
わかほうどう
峯董
芳
よし
恵
え
先生、干
ひものおんな
物女で有名なひうらさとる先生、宝塚歌劇団の演出家
である木
き
村
むら
信
しん
司
じ
先生、そして上方文化評論家の福
ふく
井
い
栄
えいいち
一先生と、広
く深く探っていきたいと思います。みなさま、最後までどうぞ研究
交流に活発にご参加いただければと思います。今後とも、武庫川女
子大学生活美学研究所をどうぞご贔屓にしていただけますようよろ
しくお願いいたします。
黒田：それでは早速、シンポジウムに入らせていただきます。本日
は 2 つの講演と対談を用意しております。公演はお 1 人 40 分ずつ
をお願いしており、その後、40 分間の対談をお願いしております。
15 分のティーブレイクをはさみ、後半はパネルディスカッション
を予定しております。
最初の講演は、山村流上方舞の山村若峯董芳恵先生にお願いい
たします。テーマは、「舞を通しての女性の美しさ」でございます。
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山村先生は、1971 年大阪のご出身で、3 歳で山村若峯董師匠に入門
され、1991 年に山村流 4 世宗家より若峯董芳恵の名を許されました。
2009 年には、第 46 回なにわ芸術祭新進舞踊家競演会にて「地歌
越後獅子」を舞い、新人奨励賞を受賞されております。その他、山
村流舞踊家として多数の舞台に参加しておられます。それでは、山
村先生よろしくお願いいたします。
山村：みなさま初めまして、山村若峯董芳恵と申します。この度、
このようなシンポジウムにお招ききただき、大変光栄に思っており
ます。人前で舞うときも緊張いたしますが、本日は話すということ
ですので、慣れない分お聞き苦しい点があるかと思いますが、どう
ぞよろしくお願いいたします。
私は山村流という流派の舞踊家として活動させていただいており
ます。まず、私の名前をご覧になられた時、長い名前だと思われた
方が少なくないかと思います。舞踊家の名前の付け方は、師匠の一
文字をいただいて名前を付けるパターンが基本となります。山村流
の場合は、一部例外もありますが、名前の頭に「若」の字を付けて
います。ですので師匠若峯董から一文字もいただき、自分の名前の
芳恵から一文字取って名前を付けるのが通常なのですが、なかなか
しっくりくるものがなく、師匠の名前若峯董をそのまま付け、若峯
董芳恵となりました。日本舞踊の中には日本全国多くの流派があり
ますが、その中でも関西で生まれた上方舞の流派は大きく 4 つほど
あり、上方四大流派と呼ばれております。一つは吉村流、片岡愛之
助さんが現在楳
うめ
茂
も
都
と
扇
せんしょう
性という名で家元をされている楳
うめ
茂
も
都
と
流、そ
して京都の井上流と私が所属しております山村流です。
私が稽古を始めたのは 3 歳の時です。当時 18 歳であった師匠の
舞台を観た祖母が感激し、近所の方々を集めて師匠にお稽古をお願
いしたのが始まりでした。次第に私も祖母に付いて稽古をするよ
うになり、5 歳で初舞台を踏みましたが、上方舞を徐々に理解し始
めたのは 10 代の後半でした。20 歳での名取試験の受験を目指した
際、試験で出題される 4 つの演目を身につけるにつれて、上方舞へ
の理解を深めていきました。4 つの演目とは、長唄「浦島」の男舞
と、他 3 つの地唄で舞う上方舞でした。試験方法は、4 つの扇子の
うち 1 本を開き、そこに書かれた演目をすぐに舞うというものです
ので、全ての演目が合格レベルに達するようにと、試験の数年前か
ら試験を見据えた稽古が始まりました。
上方舞は地唄舞ともいいますが、振り付けがとても簡素化されて
います。そのため、その振りが何を表現しているか、まずは曲の内
容を理解した上で、それに付いている振りの内容を理解していなけ
4阪神間ルネッサンスⅥ
 燦めいて雅
 ～女流表現の美学～
れば舞うことができません。その時、初めて真剣に地唄で舞う上方
舞と向き合いました。勉強をしていくうちに、振りの一つ一つに多
くの意味が込められていたり、一つのポーズで後ろにある情景が浮
かび上がって見えてきたり、簡素化された振りが多くを語らず多く
を語っている、なんとも粋な世界だと気付き始めました。今回の
テーマは燦めきということで、上方舞においての燦めきとは何か考
えました。それは、やはり舞っている時の舞手の美しさだと思いま
す。簡素化されたことにより生きて洗練された振り、それを通して
いかに舞が燦めくかというお話をしていきたいと思います。
ご覧になられたことがある方はご存知かと思いますが、上方舞は
一般にイメージされる日本舞踊や歌舞伎舞踊とは違い、とても静か
で動きの少ない舞踊です。その理由は、上方舞が江戸中期から末期
にかけて、京都の祇園や大阪のミナミ、北新地などのお座敷の芸と
して、また、当時の女性のたしなみとして発展してきた歴史にあり
ます。上方舞はお座敷で舞われていたことから「座敷舞」とも呼ば
れております。当時の和室と申しますと、半畳～四畳半という狭い
空間です。その中で舞うというと観ている方との距離も近くなりま
すので、ほこりが立たないように抑制した振りが付けられておりま
す。また、当時の土地の流行唄に三味線やお琴、胡弓などの演奏を
合わせて歌う「地唄」という曲に合わせて舞うことが大きな特徴と
なっております。
歌舞伎舞踊のように、大きく派手な動きで、話や歌の筋、語りの
心情などを表せる広さがお座敷にはないため、できるだけ余分な動
きをそぎ落とした簡素な振りが付いているのが上方舞です。また、
歌舞伎舞踊の音楽のように、「長唄」や「常磐津」「清元」などのよ
うに、太鼓や笛が入った華やかでにぎやかな唄ではなく、歌詞も極
端に少ないゆっくりとした「地唄」で舞うため、その作品を舞で表
現する難しさは相当なものになります。
例えば、歌舞伎舞踊で「悲しい」という場面を演じる場合、肩や
首をうまく使って泣くという動きがあります。それを上方舞で演じ
るならば、そっと目元に小袖を持っていく程度の動きに抑制されま
すし、「待って！」という気持ちを表現するならば、その方向をじっ
と見るだけというように、基本的に振りは少なく簡素化されており
ます。また、お能の動きを取り入れた流れがありますので、まさに、
歌舞伎舞踊とは対照的であるといえるかもしれません。以上のよう
なことから、一般的に歌舞伎舞踊から発展した関東の舞踊を「踊り」、
座敷から発展した関西の舞踊を「舞い」と区別して呼ぶようになり
ました。
上方舞には、静かに切ない心情や恋心を表現するような女舞のよ
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うな作品が多いですが、静かな中に迫力のある男性の舞である男舞、
滑稽やおどけた振りが付いた作品もあります。大きく分けて 4 つの
ジャンルがございます。まず、今申し上げました切ない心情や悲し
い女心などを表現する艶
つやもの
物、代表作には「雪」という演目がありま
す。そして、能の作品から取材しました本
ほんぎょうもの
行物、たぬきやさるなど
の動物が出てきて面白おかしく作られた作
さくもの
物、最後に、歌舞伎から
の流れを汲んだ芝
し ば い も の
居物というジャンルの 4 つです。ご存知ない方も
おられるかもしれませんが、実は上方舞には歌舞伎からの流れの作
品もございます。
今日は、歌舞伎舞踊の中でも有名な「長唄 越後獅子」の上方舞
バージョン「地唄 越後獅子」を DVD でご覧いただきます。これは、
私が能楽堂で舞わせていただいた時のものです。正方形の能舞台は
それほど広くなく、そこに屏風を立てることで能舞台をお座敷に見
立てております。通常の舞台も、後ろに屏風を立て、燭台にろうそ
くを灯し、素の着物で舞う。これが上方舞を舞う時の舞台の大きな
特徴です。3 つ前に足を運べば 3 つ後ろに下がるというように、狭
い空間でも舞えるような振り付けの工夫がされていたり、舞踊の獅
子の使い方が歌舞伎とは違い、抑えた獅子の動きの中に品を持たせ
て華やかさを出していたりという点に注目して見ていただければと
思います。
黒田：では、ここからは DVD 鑑賞に入るのですが、上方文化評論
家である福井栄一先生に「越後獅子」の解説をお願いしたいと思い
ます。福井先生は、1966 年大阪府吹田市生まれで、京都大学大学
院法学研究科を修了（法学修士）されておられます。現在は、京都
ノートルダム女子大学人間文化学部や関西大学社会学部で非常勤講
師をされており、上方舞・地歌などの芸能、歴史文化に関する講演、
評論、テレビ・ラジオ出演なども各地で精力的に行い、独特の「福
井節」で人気を博しておられます。（注：2015 年 4 月からは四條畷
学園大学看護学部の客員教授に就任しています。）著書は、『増補版 
上方学』、『大阪人の「うまいこと言う」技術』など、通算 25 冊を
数えるほどございます。では、福井先生お願いいたします。
福井：みなさん、こんにちは。ご紹介いただきました福井でござい
ます。「越後獅子」は、関東の方では角兵衛獅子、西日本の方では
越後獅子と申します。名前の通り越後国西
にしかんばらぐん
蒲原郡月
つきがたむら
潟村（現、新潟市）
の村人が農閑期の出稼ぎとして、門付や大道芸で諸国を回った芸能
を地歌にしたものです。旅芸人と申しましても大人ではございませ
ん。若い親方に引き連れられた、十歳前後の少年たちが 7 ～ 8 人で
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組になって廻り、太鼓に合わせて、軽業や曲芸を披露するというも
のです。頭の上に小さな獅子頭を頂いていたのが特徴です。もちろ
ん、技の冴え、体の軽さもさることながら、幼い子どもたちが親元
を離れ、諸国を廻るという独特の健気さが人々の心に残ったようで、
地歌や長唄、文芸作品など、越後獅子は日本の文化の中で独特な位
置を占めるものになっています。本来は家々の門口、辻々で行われ
たもので、土の香りのする芸能でありますが、それが上方舞の世界
にとり込まれ、お座敷で舞われるとどのように変容するか、そこに
注目して観て頂きたいと思います。
図 1　地唄「越後獅子」
山村：いかがでしたでしょうか。今、見ていただいた「越後獅子」は
男舞というもので、女性でも男舞を舞いますし、その逆もございます。
私が舞に対していつも心がけていることは三つございます。まず
一つ目は、舞い分けるということです。舞の中では、女性になった
り男性になったり、作物ではカニになったりサルになったりと、さ
まざまな役に早変わりする演目もございます。ここで重要なのが、
舞い分けるということです。上方舞では、振りが少なく衣装も素の
着物が多いため、女舞は女性らしく、男舞は男性らしく、振りの形
はもちろんのこと、気持ちもスパッと切り替えることが必要となり
ます。内股の女性の足の運びから、股関節を割って足先を真っ直ぐ、
もしくは外に向けて舞う男性の足の運びまで、見ている方に変化が
はっきりわかるようにしなければなりません。歌舞伎舞踊のように、
オーバーリアクションが取れればよいのですが、上方舞の場合はそ
のようにはできませんので、この舞い分けるということが大変難し
いポイントになってきます。
二つ目が所作です。所作とは舞の動作のことです。これは舞踊家
の方によって考え方は異なってくるとは思いますが、私は品の良い
所作を心がけております。まずは姿勢を正すことが大切です。舞う
時は、体の中心軸が曲がらないように真っ直ぐにします。あるチェ
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リストの話には、猫背だと音がこもり、状態を反らしすぎると音が
散るため、良い音を出すために骨盤を安定させて体の軸を真っ直ぐ
にするそうです。音楽を奏でることにせよ、舞うことにせよ、この
原理は分野共通の考え方かもしれません。私のブログのタイトル
は「ツメノサキ」というものなのですが、舞の極意は、足の爪の先
と指の爪の先を連動させて手足の末端の動きまで心を配り、軸を
真っ直ぐに姿勢を正して舞うことだと思っております。そして、品
の良い所作が生まれるには、まず、舞に対して常に謙虚な気持ちを
持つということが必要です。下手であっても、それが最も大事なこ
となのではないかと思います。形や手ぶりの出来栄えばかりを意識
し、それがいくら良い形に見えたとしても、それが良い舞であると
は言えないと思います。やはり、自分の舞に対して丁寧に舞うとい
う、品を重んじた気持ちが演じた時に一番前に出てくると思うから
です。振りの少ない上方舞だからこそ、心の内面が映し出されてし
まうのではないかと思います。だからこそ、真っ直ぐ作品に向き合
い、素直に舞うということ、そのためにはスパッとした品の良い所
作がとても大切であると思います。
三つ目は、稽古です。稽古を怠らないこと、これが最終的に一
番大切なことだと思っております。日々の生活の中で優先順位を
どのようにつけていくか、仕事や家庭のこと、人との付き合いや
自分のスケジュールの立て方などは人それぞれです。私は 3 歳から
長年稽古を続けてきて、一度、数カ月だけ稽古を休んだことがあり
ます。大学卒業後にホテルで接客業として働いておりました。その
際は、シフトや仕事内容もきつく稽古に行く状況ではありませんで
した。その時、師匠に呼び出されて「軸がぶれたらあかんのや」と
叱られました。確かに、自分が決めてやってきたことに対してぶれ
てしまうと、他のことも全て中途半端になってしまうように感じま
した。継続は力なりと申しますが、自分が決めた一つのことに対し
て、人それぞれスピードはさまざまでしょうが、ぼちぼちにでも地
道に歩みを止めなければ少しずつでも前に進んでいけるような気が
します。そして、それを続けていくうちに新たな目標や目的が生ま
れ、それに向かってまた努力し稽古をする。この繰り返しになると
おもいます。しかし、このぼちぼちというのが簡単そうでなかなか
できない難しくも大事なことなのではないかと思っております。
私はこの上方舞を通じて、今までに多くのことを学ばせて頂きま
した。これからもそうだと思います。舞を通すことにより、その人
の人間性や舞の作品に対するスカッとした綺麗な気持ちが映し出さ
れてしまいます。舞が燦めいて見える時、それは舞手が基本に忠実
に丁寧に努力し、稽古してきたことが凝縮されて映し出されている
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のだと思います。おそらく、他のジャンルの舞踊の世界でも、ス
ポーツ選手や音楽家などさまざまな分野の方が燦めいて見える瞬間
も同じなのではないでしょうか。それにより、見ている人に感動が
伝わり、格好良い世界が広がるのだと思います。上方のお座敷で発
展してきたこの素敵な舞の格好良さを、これから少しでも多くの方
に知っていただけたらと思います。私はまだまだ未熟です。みなさ
まに格好良い舞だと思っていただけるよう、これからもますます精
進していきたいと思っております。
黒田：山村先生ありがとうございました。大変興味深い内容の講演
をいただきました。女性の和の燦めきの源に、目と耳で触れさせて
いただきました。
それでは、引き続きまして「干物女の処世術」というタイトルで、
漫画家のひうらさとる先生にご講演をいただきます。ひうら先生は
1966 年のお生まれで大阪府出身でございます。1984 年に『なかよ
し』にてデビューされ、初連載『ぽーきゅぱいん』以降、『月下美人』
『パラダイス★カフェ』など人気作品が多数ございます。その後、“干
物女”の言葉も流行した『ホタルノヒカリ』が大ヒットし、綾瀬は
るかさん主演で 2 度のドラマ化、映画化がされています。43 歳で
の初産経験を描いた『ヒゲの妊婦（43）』、60 歳を超えて高校に通
う母を描いた『女子高生チヨ（64）』などコミックエッセイも好評で、
NHK-BS『アジアで花咲け！ なでしこたち』ではアジアで自らの
仕事を開拓する女性たちを取材し描いておられます。東日本大震災
を漫画で語り継ぐプロジェクト『ストーリー 311』の発起人でもあ
られ、現在は「Kiss」（講談社）にて『ホタルノヒカリ SP』を連載
中です。それではひうら先生よろしくお願いいたします。
ひうら：ご紹介にあずかりましたひうらさとると申します。今回の
「燦めいて雅」というテーマに全くそぐわない干物女というテーマ
を持ってきてしまいました。干物女とは、2003 年に連載を開始し
た『ホタルノヒカリ』という漫画で誕生した言葉です。この漫画は、
2007 年、2010 年、2012 年とドラマ化や映画化され、ドラマでは綾
瀬はるかさんが主演されていました。その主人公が干物女と呼ばれ
る女性で、27 歳（ドラマは 24 歳）の年頃の女性なのですが、残念
なところが多々出てくるドラマとなっています。まずは、その干物
女についてご説明させていただきます。
最初に、お手元に干物女チェック表（図 2）があると思います。
みなさんと一緒に、みなさんの干物女度をチェックしていきたいと
思います。
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図 2　干物女度チェック表
結果は図 3 を参照していただきたいのですが、連載当時、この干
物女チェック表と結果をコミックスの 1 巻に掲載したところ、読者
が自分のことだと思って阿鼻叫喚だったようです。
図 3　干物女度チェック結果一覧表
ドラマや映画で描いた干物女である主人公雨宮ホタルとは、普通
であれば、休日は異性とデートをし、レジャーも楽しみ、恋に仕事
にと頑張っているはずの 27 歳という年齢を設定しています。しか
し、女盛りであるはずのホタルは、家ではゴロゴロし、じゃまな前
髪をちょんまげのように一つくくりにして髪型を気遣うことさえし
ません。また、友達に合コンに誘ってもらい、わざわざ自分の家に
迎えに来てもらった時でさえ、合コンを面倒だと思い参加しないと
いう、恋愛を面倒だと思うタイプの女の子です。そのようなホタル
が、ある時、藤木直人演じる 41 歳の上司となぜか同居をすること
になります。バブルを経験してきたその上司からすると、27 歳と
いう女盛りの時期にも関わらず、家でゴロゴロして恋愛はどうでも
よく、運よく少しトキメくことができたら後で楽しかったなと思い
出せてラッキーという程度の恋愛感覚である彼女の考え方は信じら
れません。そんな時、ホタルはその上司に「青春時代を“干物”に
した老人みたいだ。」と言われます。それが、干物女と呼ばれるきっ
かけとなったシーンです。
干物女は、「恋愛するより家で寝ていたい」というポリシーがあ
ります。これまでも、怠けものの女の子は多く存在するとは思うの
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ですが、干物女は、仕事や学業に対しては真摯に頑張ります。それは、
休日を正々堂々と休みたいからです。仕事が終わるとビールを飲み
好きにゴロゴロしたいのです。だからこそ、世間に対しては真摯に
仕事をしていたいという気持ちがあります。これは「仕事や学業は
そつなくこなす」という干物女のポリシーにつながります。このポ
リシーは、作者の私自身も同じことを思っています。18 歳から漫
画家を初めて今年で 30 年になるのですが、『ホタルノヒカリ』で世
間一般に名前を知られるようになりました。それまでは、淡々と細々
と仕事をしていたのですが、頂いた仕事には真摯に応えていきたい
と思い、必要以上に格好良く大ヒットを出したいとも思わず、求め
られるものを真摯に描いていきたいと思っていたので、このそつな
くこなすというタイプに私自身、似ていると思います。
では、このような私がどのように漫画家になってきたかというと、
1984 年に高校 3 年生で漫画家として雑誌デビューをしました。大
阪の工芸高校という美術系の学校に通っていたのですが、そこが大
変楽しく、高校 2 年生の時に自分は OL や普通の事務職はできない
タイプだろうと感じていました。その時、自分の好きな仕事をして
生活費を稼いでいきたいと思い、その選択肢の中で漫画家になるこ
とを就職活動のようにとらえました。
まずは、自分の売りは何かと考えました。17 歳という若さ、そ
して、音楽やお洒落などのサブカルチャーが好きなことが読者への
アピールポイントになると思いました。また自身が若いこともあり、
柔軟性があり作風を自由に描けることが売りではないかと思いました。
投稿雑誌を選ぶ際には、あらゆる漫画誌の業界研究を行いました。
その結果、投稿先として選出したのが講談社の『なかよし』でした。
『なかよし』は、新人作家が雑誌に掲載後デビューまでの道筋がしっ
かりしていました。一般的に、新人作家は雑誌に一度掲載されたと
しても後が続かないということが多々あります。そのような出版社
の雑誌では、就職先として危険だと感じました。さらに、雑誌には
連載枠が何本と決まっているのですが、当時『なかよし』は他の漫
画誌より新人に描かせる確定な枠があることがわかりました。従っ
て、掲載本数が多いため入り込む可能性があると感じました。また、
『ジャンプ』はアンケート至上主義で読者アンケートでの人気がな
いと掲載が終了してしまうのは有名な話ですが、その当時の掲載作
家と自分の作風が被らないと感じたのが『なかよし』でした。当時
の私は絵が下手で頼りない描線でしたから、それがこの雑誌では個
性になると考えました。
ここは就職先として重要なポイントだったと思うのですが、自分
が好きな会社ではなく燦めくことができると思う会社に就職するべ
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きだと思っており、17 歳の私は岐路を考えた時に、燦めけるかど
うか、のびのび働けるかを最優先に考えました。
デビューまでの道のりは、図 4 のような流れです。新人作家が
30 ページ程度の作品を描き、編集者に見ていただき、芽があると
思われた人には担当編集が付きます。図 4 の「投稿」、「批評」、「担
当がつく」のあたりが就職活動のようなものです。私が投稿した時
は、A4 用紙にびっしりとプロの編集者の方が批評をくださいまし
た。わかりにくいところ、もっと伸ばした方が良いところなどいろ
いろと批評してくださり、それをフィードバックして、もう一度違
う作品を描くという感じになります。そして、「新人賞受賞」とい
う段階で、この作家がデビューしますと雑誌に作品が掲載されま
す。しかし、紙面に作品は掲載されますが、まだ毎月安定した収入
があるというものではなく、就職内定という段階です。その後、「読
み切り」という一話完結の作品を何本か描き、その作品の評価がア
ンケートで伸びていたり、編集者がこの作家は伸びると思ってくだ
さったりすると「連載」が決定します。私がデビューをしたのは
18 歳で、連載が決まったのが 19 歳でした。この段階になり、やっ
と本格的に試用期間を経て職業＝漫画家といえる時期になります。
その後、いろいろとあり『ホタルノヒカリ』を描くこととなりました。
では、ここからは、簡単に漫画の作り方をご説明します。まず、
アイディアは、漫画の担当編集者と話し合って決めます。例えば、『ホ
タルノヒカリ』の主人公ホタルの場合は、「最近の若い女の人は恋
愛に興味が無いようです。」と担当さんに私が伝えると、編集者が、
「少女漫画といえば恋愛だと思っていたから、それ面白いね！ちょっ
図 4　本格連載までの道のり
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とそれを掘り下げてみよう。」と二人でディスカッションをして打
ち合わせをするという感じです。その後、ネームという映画の絵コ
ンテのような、鉛筆で簡単に描いた流れを決めるようなものを作家
が描きます。そして、それをまた担当者に見せ、「ここはちょっと
わかりにくい」や「このキャラは要らない」などとフィードバック
をし合いながら下絵（下描き）に入ります。そして、自分では描け
ない背景などをアシスタントに描いてもらいます。この作業時期く
らいから、常時 4 人程度のアシスタントに入ってもらい、共同生活
をしながら下描きにペンを入れてスクリーントーンなどを貼り仕上
げて入稿という形になります（図 5）。
私は 20 歳で上京したのですが、都会に居ないとなかなかアシス
タントも見つかりませんし、このような打ち合わせも頻繁にできま
せん。したがって、東京で長年生活をしていましたが、資料も道具
も多く必要で、想像以上に広い部屋でなければ作業できないような
状態でした（図 6）。
　　
 
 
図 6　アナログ作業現場風景
図 5　漫画の作り方（アナログ編）
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しかし、今ではその作業が一変したような感じです。昔は手描き
で漫画を描いていたのですが、今は PC を使って描いています。先
ほど説明したアイディアや打ち合わせは担当者と行うのですが、電
話やスカイプを使用するようになりました。下絵は、鉛筆で描かず、
この段階から PC で描くようになり、アシスタントは現在千葉在住
ですが、全てのデータをネット上でやり取りするようになりました。
道具もタブレットを使うようになったため、ほとんど必要がなくな
りました。現在は図 8 のような感じで、手描きではなく全て PC で
描いています。私の仕事場は芦屋にあるのですが、豊岡に主人の実
家があり、震災時に一度帰ってきたのですが、環境も良く PC があ
ればどこでも描けると思い、今は旦那の実家と芦屋、そして先ほど
ご紹介いただいた「アジアで花咲くなでしこたち」という番組でア
ジアを年に 8 箇所程度巡っているため、アジアを転々としながら漫
画を描いています。今朝も千葉のアシスタントにデータを送ってき
たので、今、私がここで講演をしている間もアシスタントは仕上げ
をしてくれていると思います。以上のように、作業においては自由
度が増し、高校生の時に思い描いていた好きなように生きてお金を
稼ぐという生活はできていると思います。
図 7　漫画の作り方（デジタル編）
 
図 8　デジタル作業現場風景
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図 9 がこの 30 年で描いた私の漫画の一部です。最後の 5 年程度
の作品がデジタル（PC）で描いた作品です。
干物女の話から仕事の話ばかりをしてきましたが、処世術につい
てもお話します。私が結婚をしたのは 41 歳だったのですが、それ
までは結婚についてホタルと同じことを考えていました。小学生の
時に将来の夢はお嫁さんという子もいたと思うのですが、私はお嫁
さんなんて望まなくてもなれるのに夢にするのは変だなと思ってい
ました。素敵な人でなくても結婚している人は沢山いて、誰でもな
れるものだと思っていました。まさか 41 歳まで自分が嫁にいけな
いとは思っていませんでした。まさにホタルも同じことを思ってい
ます。60 歳で夜間学校に通っていた母には、「嫁にいけ」、「子ども
を産め」などと言われ、私が「仕事が忙しい」と伝えると、「芸能
人はやっている」などと言われてきました。私は結婚したくなかっ
たわけではなく、30 歳を超えても結婚に対してはぼんやりしてい
て、単にできなかっただけでした。
例えば、ここにとても可愛い彼が居たとしても、10 年後、私は
ボロボロになっているのに、年下の彼はピチピチでどこかへ行って
しまうかもしれない。だとすると、結婚しないと駄目だと焦ったこ
ともありました。しかし、考え方が変わったのは、漠然と結婚をす
ると家事など大変なのだろうと思っていた際に、主婦の友人に「家
事などは毎日のことだから手抜きをして極力手をかけないわよ。」
図 9　私の漫画履歴書
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と言われた時でした。とても気が楽になり、結婚は楽しいのかもと
思えるようになりました。そして、一番のポイントは、駆け引きな
どが大変で恋愛をするのが面倒になっていたため、恋愛をしなくて
も良いことが結婚のメリットだと思っていました。
干物女の結婚観をまとめると、「自分が変わらないでいられる結
婚」を求めているのだと思います。30 歳を越えるまでぼんやりし
ていた結婚に対し、30 歳半ばから結婚ができないと焦り出しまし
た。焦っているときは声もかかりませんし、結婚が遠ざかるばかり
でした。私が結婚に求めていることは何かと考えると、自分が自分
でいることができ、今まで楽しく生きてきたことに共鳴してくれる
相手だと思っています。それは『ホタルノヒカリ』の中にも描いて
いるのですが、伸び伸びと自分が変わらずにいられる結婚というの
が良いと思いました。しかし、ただ主張するだけでは駄目で、経済
力など女性が一般的に結婚に求めていることには目をつぶろうと
思っていると相手が見つかり結婚ができました。さらに、幸運にも
43 歳で子どもを授かりました。家事はあまりしないのですが、子
育てと仕事を私は担当しています。
仕事をしている女性が結婚をしてぶつかる壁として、仕事との両
立があると思います。仕事は結婚をしても子育てをしても内容は変
わることはありません。しかし、家庭は違います。子どもは四六時
中何かを要求してくるため、これほどまでに自分の時間がないのだ
と、初めはパニックになりました。
そこで、私が実践したのが、朝 3 ～ 4 時に起きることです。図 10 は、
私の現在のライフワークバランスです。子どもは 7 時に起きてきま
すので、それまでは仕事を集中して行います。この時間は電話もか
かってきませんし、宅急便も来
ないので集中できます。その後、
7 ～ 9 時は子どもの世話をしなが
ら仕事をします。9 時～ 12 時ま
では仕事をして、18 時頃に子ど
もが帰ってきますので、そこま
では集中して仕事をします。そ
こからは、子どもが居ると仕事
にならないことがわかりました
ので、仕事をすることをやめて、
焦らず子どもと遊んだりします。
そして、21 時には早いですが寝てしまいます。このサイクルだと 6
～ 7 時間寝られますし、意外と好調です。今まではだらだらと仕事
をしていたのですが、18 時には仕事をやめると思うと、そこまで
図 10　ライフワ クーバランス
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仕事を集中して行えるものだとわかりました。今のところの私のラ
イフワークバランスは、このように時間を区切ることで好調です。
だらだらしていながらも、仕事はきちんとこなす干物女と呼ばれ
る女性の処世術とは、自分の特性を知っていることです。これは就
職活動でも、仕事や結婚でもそうですが、できないことはできない
と諦めることも大事で、できるところは自分で伸ばしていくことが
必要です。子育ても同じで、良いところを伸ばしてあげる方が近道
なのかなと思います。そして、自分にとって無理のない場所を見つ
けることが必要です。好きなものに向かって邁進していくという生
き方があると思いますが、自分が燦めくことができる、イキイキで
きる場所はどこだろうと探すことも人生において重要だと思います。
自分の特性を知り、自分に無理のない場所を探し出せたら、最後は
自分の周りの人を信頼して頼ることが大切だと思います。私は主人
に主に家事を任せています。私も燦めく女性であろうと、初めは家
事も頑張ってはみたのですが、主人の方が料理が得意だったため喧
嘩となりました。その時に、台所は主人に明け渡すことにしました。
旦那を信頼して、半分以上を頼り任せています。子育ては両親を頼
りにしています。このように、自分がリラックスできる場所にいる
と人を信頼できると思います。そうすることで、自分も無理なく干
物女をしていくことができます。つまり、頑張らないというのが大
切なのかなと思います。良い意味で力を抜いて、干物女なりに燦め
いて生きていって欲しいと思います。
黒田：ひうら先生、大変興味深いお話をありがとうございました。
干物女がひうら先生の分身のような感じがしました。特に、若い女
性といっても対象者に幅があると思い、大変お得感があるお話を聞
かせていただけたと思っております。
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【対談】
黒田：それでは時間になりましたので再開させていただきます。木
村先生は千葉県のご出身で、1988 年宝塚歌劇団入団後、1993 年宝
塚大劇場公演デビューを果たされました。1997 年から 1 年間文化
庁の派遣研修員としてニューヨークでの留学を経験され、2002 年
『鳳凰伝』では楽曲により物語が進行する趣向が大きく受け入れら
れ、同年、社団法人日本演劇協会賞を受賞されました。2003 年に
はオペラ『アイーダ』を題材にした『王家に捧ぐ歌』では、全編オ
リジナルの楽曲とダイナミックな群舞で絶賛を浴び、第 58 回芸術
祭演劇部門優秀賞を受賞されました。次回の演出作品は、東京国際
フォーラム公演『Ernest in Love』で 2015 年 1 月より上演されます。
対談相手は、当研究所所長の森田でございます。では、お二人の先
生よろしくお願いします。
木村：みなさまどうも、木村です。僕が一方的に話すのではなく、
みなさんと一緒に燦めきについて考えていきたいため、森田先生に
もご協力いただき対談という形で進めさせていただきます。よろし
くお願いします。
では、まず聞いてみたいと思っていたのですが、対談が決まった
時に「燦めき」というテーマをいただいたのですが、そもそも女性
というのが女性そのもの、そのひと本人よりも燦めくべきなので
しょうか。本日は男性の方にも多数ご参加いただいているようです
が、女性に焦点を絞られた理由と、人間というものは人間そのもの
よりも燦めく必要がどこにあると思われているのかをお聞きしたい
です。初めから話をひっくり返してしまうのですが、干物女の講演
を聴いていて、より疑問に思いましたので、本日は多角的に結論を
導いていきたいと思います。
僕がこのような質問をするにはいくつか理由があります。僕は父
親が居なかったため、祖母と叔母と母親に育てられました。女性 3
人により育てられ、女性という存在がなければ生存することも叶わ
なかったという背景が自分にはあります。美しいであるとか、若い
などという前提を抜きにしても、女性はそこに居るだけで輝いてい
ると思っているのが第一の理由です。
次に、自らの人生で燦めきというものを求めているかといえば、
僕自身はずっと・普通に人並みに生きたいと考えてきたので、燦め
きを求めていませんでした。ただし、僕の考えている普通というの
が他の人と少しだけ角度が違っていたのかもしれません。少なくと
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も、自分が燦めいて生きたい、格好良く生きたいと考えて生きてき
たことが無いだけに、今、お題としていただいた「燦めき」をどう
とらえたら良いのかと考えあぐねているところです。
森田：まず、最初に先生が投げかけられた質問ですが、もちろん女
性だけが輝く必要はないのです。しかしこの男と女しかいない社会
において、女性の燦めきを考えることで楽しくなると捉えるのでよ
いのではないかと思います。
木村：そう言われると、さらに一つ考えることがあります。われわ
れは燦めきに脅迫されているのではないでしょうか。街を観察する
とさまざまな情報を入手できます。例えば、燦めくために「アレを
しなさい」「コレをしなさい」、テレビをつければ「ダイエットをし
なさい」「この鞄を買いなさい」などと一方的な情報が襲ってきます。
燦めく必要はあるのかと言ってしまった理由に、燦めきということ
に必ず付いて回ることに「Do it!」があり、「コレをやりなさい」「ア
レをやりなさい」と終始いろんな情報が付いて回ることに違和感が
ありました。
僕は宝塚歌劇団というところに所属しており、そのため燦めきと
いうことでお呼びいただいたのだと思います。タカラジェンヌとい
うのはもちろん燦めく人たちであり輝くスターたちですから、その
象徴みたいなものだと思いましたので、お声を掛けていただいてか
ら生徒たちの燦めきについて考える時間をとってみました。燦めき
というと「コレをやりなさい」「アレをやりなさい」と強制されて
いるようだといいましたが、もちろんタカラジェンヌたちはやるべ
きことが沢山あります。稽古はもちろんのこと、踊りや歌、芝居の
こと、お客様に喜んでもらうため、多くの課題を寝る間を惜しんで
長年やっていかないといけません。ただ、僕の知っている限りでは、
次のような結論になりました。
彼女たちは自分自身を「やめて」いる人たちです。彼女たちも
若い女性ですから、旅行に行ったり異性とお付き合いをしたりと、
それなりに楽しいことをしたいはずです。しかも、十分に美しく
て、そうする権利があるにも関わらず、楽しいことを全て打ち捨て
て舞台に情熱を傾けているのです。もちろん、情熱に濃淡はありま
す。下級生の頃は、まだ同級生と食事に行くなどの時間があり自我
が残っています。しかし、段階を経ていくごとに、自我が無くなっ
ていくのが普通です。とりわけ、燦めく人のヒエラルキーの頂点で
あるトップスターと呼ばれるようになった時には、ほとんど自我の
「Do it」は無い状況に見えます。少なくとも、それが僕の知ってい
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るタカラジェンヌです。特に、トップスターは在任期間が平均 2 ～
3 年で、どんなに長くても 5 年位までしかありませんから、トップ
スターが退団する瞬間にはほとんど自分が残っていないような状
態です。お客様から見て「あの人は 100 になった」「120 になった」
という時には、タカラジェンヌ自身はほとんどゼロ（真っ白）に
なったということです。時々、傍で見ていて演出をしながら、自分
が関わってきた生徒が辞めていく、稽古を見る時に、そのゼロにな
る瞬間は巫女さんのようだと感じることがあります。ストイックと
いうことの一言で片づけていいのかと不安になるほどストイックで
す。お客様のために 120％全部を捧げ尽くし、自分の生活はゼロに
して、最後に緞帳が降りる。これがトップスターの最後の姿かなと
思います。
森田：私もこの研究所で唯一演劇に関わりがあるということで、先
生の対談相手となったのですが、宝塚歌劇団は上下関係が厳しい環
境を伺いますが、その中でも、もの凄く厳しいものがありながら結
局カリスマが勝つ、華が勝つ、燦めきが勝つという認識もあるので
はないかと思います。トップスターで成績が一番という人も居ます
し、そうでない人もたくさん居るはずです。そこに何か燦めく秘密
のようなものはないのでしょうか。
木村：そうですね、宝塚歌劇団の役者として捉えた時に、もちろん
持って生まれた華というものはあります。これは実に残酷なものだ
と思うのですが、持って生まれた身長の高さであったり、手足の長
さゆえ踊りが素敵に見えたりすることが、人を引きつけるのは確か
です。ただ、基本的に役者であると捉えた場合であれば、地道な積
み重ねが一番だと思います。とても小さな才能から、一歩ずつ律義
であれば、華が生じます。最初から実力がある人は、意外と伸びな
かったりします。むしろ、最初は上手くなかった人の方が、少しず
つ成長をしてゆくほうが、宝塚では大きいと思います。この、階段
を上る過程が華としては強く、咲き方としては大きいです。燦めき
と少し繋がりましたね。
森田：私は、今日の 40 分の中で、宝塚がお好きなみなさんはきっ
と具体的な先生のお話を聞きたいと思っておられると思うで、4 つ
の項目を用意してきました。まず、トップスターというのはどのよ
うに決まるのか、みなさま方に分かりやすくご説明いただければと
思います。
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木村：まず、その全てをここで発言できるわけではないことをご理
解ください。全てを丸出しにせず、秘密の花園の部分は残したいと
思います。しかしながら、正直なところはお話します。
基本的には、お客様のいろいろな要素で自然に決まっていくとい
うのが一番正直な答えだと思います。例えば、ブロマイドが下級生
の頃から売れるなどのデータもありますが、試験をして踊りが上手
い、歌が上手いということばかりではなく、いろんな微妙な事情の
中でだんだんと階段を上っていきます。さらに、何個かクリアしな
ければならない試験があります。例えば、大劇場でトップになる前
には、バウホールなどの小さな劇場で主演をし、どれだけ成功した
かであるとか、新人公演の時に二番手、三番手迄に入るとその実力
がわかりますから、そこから、その人をいろんな渦が巻き込んでい
き、トップに押し上げていくのだと思います。
森田：つまり、ファンの方々と先生方で育て押し上げていくという
ことですか。
木村：そうです。今、育てると言いましたが、我々自身も育てられ
ます。宝塚歌劇団に最初に入った時は、私は大学卒業後でしたので
20 代前半であり、劇場の仕事がほとんどわからないという状況で
した。最初は新人公演の演出を担当し、生徒と話をしながら、生徒
も成長をしていきますし、我々もその成長に助けられていると意識
しています。私が演出家なので先生と呼ばれているだけであり、相
手を生徒と呼んでいるだけで、共にずっと宝塚歌劇団という学校で
育っていっているのです。
森田：では、男役というのはどのようなものなのでしょうか。あの、
男より男らしいと思わせる立ち居振る舞いに魅了されるのですが、
あれは自分で身長などを考慮して男役を選んでいるのでしょうか。
木村：音楽学校を卒業する時点で、男役になるか娘役になるかは自
分で決めます。私も不思議だと思ったのですが、ある程度身長でス
パッと入団時点で決めるのかと思いきや、明らかに小柄な人が男役
をするとか、大柄な人が娘役をするということはありませんが、見
ていただいていたらわかるように、最初に新入りとして 40 人で入
団してくる時には、男女の比率は 20 人ずつで均等というわけでは
ありません。自分で選ぶからこそ、年によっては男役が多かったり、
娘役の方が多かったりするわけです。
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森田：そうなのですね。では、その話をさらに続けるのですが、以
前先生におうかがいした話で、宝塚には山村流の演出家の先生がお
られるとおうかがいしましたが、どのようなお話なのでしょうか。
木村：『ベルサイユのばら』という大ヒット作品の演出を手掛けら
れたのは植田紳
しん
爾
じ
先生という方なのですが、この方の本名は山村紳
爾とおっしゃいます。当人もダンサー、日舞の踊り手だったのです
が、上方舞山村流四世宗家山村若の娘で次期後継者であった山村糸
さんと結婚され、戸籍上は山村姓を名乗っていらっしゃいますので、
これも何かのご縁かと思った次第です。
森田：植田紳爾先生は『ベルサイユのばら』で有名な方で、アニメ
と宝塚のコラボレーションを初めて成立させた方でもあります。木
村先生も『リボンの騎士』を上演されていますよね。そのようなエ
ピソードも後でおうかがいしたいと思います。
植田紳爾先生や数十名の演出家の先生方がおられる宝塚歌劇団で
すが、木村先生はその中で頭角を現わされ、本人の希望とは裏腹に、
異色の存在となっている気がします。理由として、私が拝見した先
生の作品では、メロドラマより社会性や物語性が打ち勝ち、セリフ
がとても紳士的で真っ直ぐな気がするのですが、先生はそれでも自
分は普通だと思われますか。
木村：一つだけ考えていることがあるとするならば、「清く 正しく 
美しく」という宝塚の家訓のようなものがあります。これは宝塚歌
劇団創始者である小林一
いちぞう
三先生の言葉です。これが、自分の中で
ずっと大切にしている言葉で、清くあるとはどういうことか、正し
くある・美しくあるとはどのようなことか、美しく生きる・正しく
生きるとはどのようなことかなどと考え、作品を作ります。台本一
行一行にお客様にとって無意味なことが無いようにと願って作って
いることは確かです。清く、美しくという所はタカラジェンヌに任
せ、自分自身は自信がありませんが、正しくという一言、一三先生
の教えは、毎回問い直しています。「清く 正しく 美しく」という
言葉を単にモットーとして捉えているのではなく、どのようにした
ら作品に活かせるかを考えています。
森田：先生は、演出という仕事で、本を書くという仕事があります
よね。先ずはセリフを考え、出入りをコントロールされているとい
うことかと思います。では、表情というものはどの程度、振付家と
話合いをされるのでしょうか。
22阪神間ルネッサンスⅥ
 燦めいて雅
 ～女流表現の美学～
木村：専門的なことになるのですが、私の演出家人生は、演出がど
のようなものかわからず始まりました。新人公演の時、初めは戸惑
いました。宝塚ですと、形の美しさというのがあります。立つ時は
足首と甲のラインなども決まっており、特に形に拘っていたので、
『ベルサイユのばら』でも抱き合う時はさまざまな形があり、その
形の美しさを究極まで突き詰めたら演出になるのだろうかと一度試
みたことがありました。ですが、形だけを追究しても芝居にはなり
ませんでした。それからは、生徒とディスカッションをするように
しました。すると、それが機能することがわかりましたが、自分の
中ではいまひとつクリアな感覚にはなりませんでした。
そこで、もう一度演出の勉強を一からやり直したいと思い、１年
間ニューヨークを巡ったことがあります。その時、最終的にいきつ
いた演出とは何かという結論は、単に「右に行け。左に行け」とい
うことではなく、最終的には心理的なものでした。心の動きがこう
なっているということを、役者側に物語がはっきりとわかるように
伝える。心理的な部分のフォローを的確にするということが演出家
にとって一番大切なことであり、振りや形が決まっているものもあ
りますが、その心理が役者側と演出側でピタリと焦点が合っている
ならば、動きは自然とそうなります。自然にイメージが見えてくる
のです。最終的にお客様に伝えるべきことに、姿や形の美しさとい
うものもあるのですが、大切なのは心です。心からスタートし、衣
装や化粧などを通して、いろいろな形でお客様に伝わるというのが、
生徒と共に共同作業で行っていることでしょうか。
森田：それでは、演出の裏話といいますが、どのように舞台演出や
衣装などを決めていかれるのでしょうか。演出家によってさまざま
なプロセスがあると思うのですが、木村先生の場合は、宝塚で演出
を手掛けられる際にはどのようなプロセスで行われるのでしょうか。
先生は『鳳凰伝』で日本演劇協会大賞を受賞されていると思うので
すが、エピソードを一つ織り交ぜてご解説いただければと思います。
木村：一つだけその質問について答えられることがあるとするなら
ば、演出家の言葉が大切です。演劇は、演出家を頂点に、ヒエラルキー
のようにスタッフや役者などが存在します。裏話ではありません
が、演出家は稽古場の頂点であり、規律であり、演出家の言葉は絶
対なのです。従って、演出家が A といえば A という演出になります。
演出家は何をいっても良いのです。お客様にお見せするわけですか
ら、厳しいこともいわなければなりません。太ってきた生徒がいた
ら「痩せなさい」と伝えなければならないのです。普通は、女性を
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相手にして「痩せなさい」などと言うと、訴えられても仕方ないは
ずです。若い女性に対して「痩せなさい」などと、言う方も辛いの
です。ただし、このように演出家は何をいっても良いのですが、一
つだけ前提があります。それは基本的に役者に対して愛情があるこ
と。つまり、その役者に良い状態で舞台に立って欲しいという気持
ちが根本にある時だけ「痩せなさい」「下手」「何を考えているんだ」
といっても、それは仕事になるのだと思っています。
森田：そうすると、先生は演出をされる時、役者のしぐさや出入り
であるとか、身体条件を中心に、いわゆる心理的道筋をたてられて
いるということでしょうか。
木村：今、質問が二つあったのですが、身体条件が先にくるのでは
ありません。最初には心理的なことです。この場面はこのような気
持ちでということです。気を付けないといけないことは、形容詞で
語ってはいけません。この場面は暖かい場面だよ、冷たい場面だよ
とは伝えません。このシーンでは「憎しみ」を語って、というよう
に名詞を使って伝えることが必要です。形容詞でいわれても役者は
反応できません。できるだけ名詞でシンプルに伝える必要がありま
す。そういう点を含めて、演出が最初に手掛けるのは心理的な部分
で、身体的な部分は後から付いてきます。
森田：なるほど。では、一つのお芝居を作り上げ完成させるには、
どれくらい時間がかかるのでしょうか。
木村：そうですね。宝塚の場合ですと、現在は公演の発表までに少
なくとも半年はあり、それより前から準備は始まっていますので、
人によりけりですが、平均すると本を書き上げるのに 3 ヶ月程度で
す。本が完成すると、スタッフを集めての打ち合わせを 1 ～ 2 ヶ月
で行います。僕の場合は、本を早く書き上げて、スタッフと大道具
などの話も数ヶ月打ち合わせをしています。その上で、稽古期間は
舞台稽古を入れて 1 ヶ月半程度になります。
森田：その段階では、配役というのは全て決まっているのでしょうか。
木村：それはもちろんです。正直に話します。配役はひとりでは決
められません。今、演出家は頂点だと申しましたが、それは稽古場
に行った後のことです。従って、そこまでの間に事務所の方々が話
し合い、これが一番良いだろうという形で配役を決めて臨んでいき
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ます。
森田：いろいろと演出のお話をしていただいたのですが、セリフに
ついても質問があります。男役のセリフというのは、先生がお話に
なる話し言葉からできてくるのでしょうか。先生の身近に居る女性
の求めている男性像の言葉ということなのでしょうか。
木村：基本的に、脚本は脚本家が書き、それに従って役者が話して
います。脚本を書く時は、その瞬間の男性に、または女性になりきっ
て書いています。
森田：先生の分身というものなのでしょうか。
木村：フランスの小説家であるフロベールの有名な言葉に、「ボヴァ
リー夫人は私だ」というのがありますが、自分の中に無いものは出
てきません。セリフは全部自分の中から出てくるものです。だから
こそ、男性になりきりますし、女性にもなりきりますし、おじいさ
んにも子どもにもなりきっています。ただし、一度なりきってしま
うと、もう自分自身の言葉、という感覚はなくなります。台詞は、
あくまで登場人物たちが発したものなのです。
森田：あと、何個か質問をしてみたいのですが、どのようにして題
材は決められるのでしょうか。
木村：いろんな過程があります。プロデューサーや制作事務所と話
し合っている中でいろんな題材が見えてくることもあれば、私自身
が思いついて、それにみなさんが賛同してくれることもあります。
私が一番大切にしているものは直感です。迷ったとしても、直感に
勝るものはありません。初めに閃いたものが一番面白いということ
が多々あります。直感は大切です。
森田：なるほど。直感というのは身体感覚に繋がっていますね。燦
めきとはそのようなものかなと思います。小林一三は、演劇の中の
ハイカラ―なものを大衆化するために宝塚を創設したと聞いており
ます。先生は異色の時代を経て、今は雲の上の存在なのですが、今
後はどのような方向を目指されるのでしょうか。
木村：雲の上の存在ではないのです。普通に生きたい。そして、宝
塚歌劇団は「清く 正しく 美しく」ということを単なるモットーで
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はなく、これは生徒にもきっとしみついていると思うので、その在
り方を探っていくということをしていきたいです。これは今までも
やってきましたし、これからもやっていきます。その中で、ただ一
つ、先ほども申しましたが、直感に従ってこれからも作品を作って
いきたいと思います。
森田：ありがとうございました。これからも木村先生の直感とご活
躍にますます期待したいと思います。以上で、対談を終わらせてい
ただきます。本日はどうもありがとうございました。
黒田：木村先生、大変興味深いお話をありがとうございました。舞
台の方向性を決められる演出家、はたまた脚本家として大変大きな
重責があるかと思います。その中で、「清く 正しく 美しく」を貫
かれるということで、これは普通ではないと思わせていただきまし
た。みなさま、いかがだったでしょうか。今一度、木村先生に大き
な拍手をお願いいたします。
それでは、今から 15 分間のティーブレイクに入らせていただき
ます。
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黒田：第二部を始めさせていただきます。パネルディスカッション
には、木村信司先生、ひうらさとる先生、山村若峯董芳恵先生、そ
して上方文化評論家の福井栄一先生にご登壇いただきます。司会進
行は、生活美学研究所所員の竹島信夫が勤めさせていただきます。
それでは先生方、よろしくお願いいたします。
竹島：生活美学研究所の所員をしております竹島と申します。大学
では、英語キャリア・コミュニケーション学科に勤めております。
先ほど森田の方からもありましたが、雲上人でもある木村先生、私
も漫画の大ファンであるひうら先生、そして上方舞の山村先生、い
ろんなお話が玉手箱のように出てくる福井先生と進めていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。
　それでは、最初に山村先生にお尋ねします。先ほどご紹介いただ
いたブログ「ツメノサキ」を読ませていただきました。私もボール
ルームダンスをしているのですが、常に爪の先から足の先まで神経
を集中します。それは山村流の舞に共通した教えなのでしょうか。
山村：この教えは、私の師匠が長年言い続けていることです。私も
上方舞を稽古しておりまして、例えば、EXILE の方の踊りを観ま
しても、前に行こうが後ろに行こうが、どれだけ激しく動いても軸
はぶれておりません。それでいて、手足を柔らかく見せて表現して
いるのだと思いますし、フィギュアスケートでも同じかと思います
が、手だけを先に上げ、後から足を上げるという表現はあまりない
のではないかと思います。指の先と足の先を連動させ、爪の先と顎
の三点を意識しているのではないかと思います。
竹島：なるほど。山村先生、それを具体的に実際に見せていただく
ことはお願いできますでしょうか。どうぞ、前の方へ。
山村：例えばですね、まず、所作というのはばらばらに見えないよ
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うに連動させます。上から花弁が落ちてくるような振りであれば、
足を出すのと指先を動かすのを連動させて舞うという感じです。肩
の動きですと、顎と肩を連動させてゆっくり視線を送ります。能の
動きからの流れがありますので、正方形の能舞台に斜め斜めに身体
を置いて舞うことも上方舞の特徴だと思います。
竹島：ありがとうございます。なるほど、そしてもう一つ、ひうら
先生の漫画の中では主人公が誤解をするシーンが出てきます。好き
な彼がライバルの女の子と話しているところを見て、もうダメだと
思うシーンです。そこで、山村先生に実際にそのシーンを再現して
いただきたいのですが、お願いできますか。
山村：なるほど。私であれば、まずは二人を発見し、もう見たくな
いと扇子で顔を覆います。そうやって、見ない振りをして後ずさり
をして帰って行くのではないでしょうか。
ひうら：なるほど。何か攻撃するとかはないのですか。奥ゆかしく
去っていくだけなのでしょうか。
福井：上方舞には、女性が自分を捨てた男の夢枕に立って責め苛む
演目もあります。
山村：六条御息所が生霊となって出てくるというものがありますね。
福井：日本の芸能や文学において、幽霊となって化けて出てくるの
はたいてい女性です。男の幽霊が出てきて女の人をどうこうすると
いう話は日本ではあまり聞きません。しかも、幽霊になる女性は、
美人が多いです。
竹島：では、木村先生、今のシーンを宝塚風に演出されるなら、ど
のような演出をされますか。好きな女性とライバルの男性が仲良く
しているところを見てショックを受けた男性役を演じてみてください。
木村：宝塚の卒業生がよく女優になるのですが、その時はたいてい
宝塚のキャリアを捨ててから始める人が多いです。なぜかというと、
宝塚は舞台ですから、必然的に動きが大きくなります。驚いた時の
顔も、舞台の時のように大きく表情をつくった場合、それを映像で
切り取るとわざとらしく見えます。たいていの人は、ここで頭を打
ちます。真矢みきさんも、NHK のインタビュー番組で観たのですが、
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全部捨てないとやっていけなかったと答えていました。男役は、背
中で魅せるという演技をします。今、やってみますね。例えば、段
を使うこともあるのですが、登ろうと一歩足をかけて気づき、一瞬
の戸惑いを入れ、去っていく。（やってみせる）このような演出が
あります。
竹島：木村先生、先程の対談で、形容詞ではなく名詞で伝えるとい
う重要なお話をされていたのですが、今のシーンを名詞を使って伝
えるならば、どのように伝えられますか。
木村：そうですね、心理的なことを話すときは経緯が重要になって
きます。ですから、その人を自分はすごく愛しているという時に、
恋敵と仲良くしている姿を見てしまったのだとしたら、「絶望」と
いうものを与えて、その時に形を伝えます。
例えば、段があるならば、足を一歩出した時に「絶望した」と伝
えると、優秀な生徒はそれで動いてくれます。ヒールを履いている
時、足を一歩段の上に出すと格好が付きます。何も言わなければ格
好を付けるかもしれませんが、それと絶望とは違います。どれ程絶
望が深いかを伝えると、生徒の方は長い付き合いであればあるほど、
少しの説明で理解してくれます
竹島：ありがとうございました。足を一歩出す格好の付け方を、今
度大学へシークレットブーツを履いて行き、やってみたいと思いま
す。次に、ひうら先生、雨宮ホタルという主人公は架空の人物だと
思っていたのですが、実は先生のことだったのですね。
ひうら：自分自身でもあるのですが、何年か前の自分を書くことが
多いです。もう答えは出ていて、その頃に悩んでいたことを読者に
提供しています。でも、セリフは生のセリフです。
竹島：なりきってセリフを書かれているということが衝撃でした。
木村：作っている時は気持ち悪いですよ。鶴の恩返しのように見せ
たくないです。悲しい時には泣きそうになり、楽しい時にはにやに
やしながら書いていますから、とっても変な人になっています。
ひうら：そうです。そうです。
竹島：先生はおひとりで書かれているのでしょうか。チームひうら
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というものがあるのでしょうか。アイディアをどのように出されて
いるかお聞かせください。
ひうら：木村先生は、アイディアを出す時にプロデューサーと話す
とおっしゃっていましたが、私の場合は編集者と話しています。編
集者というプロの方に良し悪しをジャッジしてもらえると、自分の
アイディアに自身がもてるようになりますし、話が膨らみます。初
めの根本となるアイディアはいただきませんが、膨らませ方はプロ
である編集者が断然上手です。
木村：私の場合はプロデューサーと話すのですが、プロであるのと
同様に、宝塚の場合は阪急というスポンサーが出資していますから、
プロデューサーは阪急の一社員だったりするわけです。そうなると、
彼らは一般の人と同じ普通の視点を持っているので、ごく一般のお
客様から見て、どれが面白いかなどというのを知ることができます。
プロの視点も必要ですが、お客様と同じ視点というのも大切です。
福井：先生方は、作品の構想を練る際、覆面調査員のように調査を
されたりするのですか。シンガーソングライターの松任谷由実さん
は、曲を作る時、変装をして街の酒場へ行き、失恋をしたらしい人
の傍で漏れ聞こえてくる愚痴を聞き、それをヒントにすることもあ
るらしいです。
ひうら：何もアイディアが浮かんでいない時に街には行きませんが、
なんとなく干物女や恋愛が面倒な女の子ということを考えて街を歩
いていると、急にセリフが飛び込んできたりします。これが、時代
と自分を合わせるチャンネルだと、私は思っています。街に出たり
人と話したりすることは有益だとは思いますが、わざわざ変装をし
てまでは出歩きません。
木村：本屋や図書館で、本の背表紙などを見て飛び込んでくること
もありますよ。
竹島：常にアンテナを張っているということなのでしょうか。武庫
川女子大学のキャリア関係の講座であった話なのですが、講師の先
生が「ローソンの看板は何を意味しているか分かりますか」と学生
に質問した際、答えられる学生が少なかったのを覚えています。常
にアンテナを張ることで、得る情報量も人により変わるのだなと思
いました。他の先生方も、常にアンテナを張られているのでしょうか。
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福井：おすすめの情報源の一つは、地下街などで行われている都道
府県の物産展です。旅行パンフレット類はお国自慢や地元情報が多
く、ネタの宝庫です。
竹島：なるほど、では、どのようなパンフレットだとネタの宝庫で、
燦めいているとお感じになられますか。
福井：燦めいているようなパンフレットには往々にして面白い情報
は載っていません。むしろ、デザインがいまいちのものに面白い情
報が載っていることが多いのですよ。
竹島：では、福井先生はどのように上方舞に関わられることになっ
たのでしょうか。
福井：先ほどのひうら先生のご講演の中で、自分の居心地の良い場
所という話がありました。私が京都大学卒業後に勤めた銀行は、私
にとっては居心地が悪い場所でした。幼い頃から演劇や映画が好き
でしたが、当時はそれを仕事にしようとは思わず、バブル時代に銀
行に入行。想像を絶する忙しさで美への渇望感にかられました。そ
の時、親戚の叔母が見かねて差し入れてくれたチケットが上方舞公
演のもので、私の運命を変えるきっかけとなりました。
竹島：私は、ボールルームダンスを昔からしているのですが、最近
は女性の燦めきということで、トップを華やかに見せるそり具合が
重視されています。昔と今ではかなり踏風が変わってきているの
ですが、日本舞踊の世界は時代により踏風が変わったりはしていま
すか。
山村：舞踊家の人により、踊り方については自分のカラーをお持ち
だと思いますので、これというものがあるわけではないと思います。
上方舞の場合は、お座敷で舞われたものですので、お客様との距離
が近いので、昔は畳に足が擦れる音がお客様の耳障りにならないよ
う、畳の目に沿って足を運んだという話を聞いたことがあります。
しかし、今はそこまでこだわっては舞っておりません。それは、そ
の話を聞いた方のこだわりだったのかもしませんが、人それぞれこ
だわりはあるのかなと思います。
福井：上方舞は原則、座敷舞ですので、広い公演会場ですと下手を
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すれば、舞が小さく見えてしまうことがあります。ここが舞踊家さ
んたちの葛藤だとは思いますが、3,000 人のお客様の前と 30 人のお
客様の前と、全く同じ舞いぶりでよいのかという問題が残ります。
竹島：山村先生は、実際に会場の広さが異なると舞を変えたりされ
ているのでしょうか。
山村：私は毎年お寺で舞の会をしているのですが、ご本堂で舞う際
は２畳くらいの広さで舞うのですが、距離が近いと大きな動きでは
お客様が疲れてしまいますので、そこではオーバーリアクションは
いたしません。しかし、舞台が大きくなりますと、宝塚ほどではあ
りませんが、あまり抑制してしまいますと小さく見えてしまいます
ので、できるだけ型を崩さないように大きく動くということはあり
ます。
木村：踊りが変わったとしても、伝えたいことは変わってないと思
います。先ほど観させていただいて納得したのですが、ロイヤル・
バレエ団でプリンシパルを務めた吉田都さんというバレリーナがい
るのですが、その方の一番の特徴は何かというと、指先の綺麗さだ
と思っています。イギリスで公演を観させていただいた際は、一番
後ろの席では指先は見えないと思われるかもしれませんが、私には
伝わりました。伝えるべきことを思っていれば、どれほど遠くても、
小さく見えたとしても伝わると思います。デパートの屋上から人が
歩いているのを見ると、小さく見えていたとしても、その人がどん
なことを思っているのかが大体わかるはずです。演出家として思う
のは、心理的なものは、見える・見えないに関係なく伝わると思い
ました。
福井：舞台芸術の悩ましいところだと思います。演出家や舞踊家さ
んのメッセージを観客のみなさんがきちんとつかみ取ってくださる
かどうか…。特に古典芸能の場合は、その所作を支えている美学や
生活様式と観客があまり縁遠くなると、演者が思いを込めたとして
も観客には伝わらないこともあります。
山村：最近は演目の解説をつけていることもあります。
木村：受け取り側が受け取れていなかったとしても、きっとコキッ
となる瞬間があると思います。宝塚などもそうなのですが、初めは
敬遠されていたとしても、一度来場していただいて観劇いただくと、
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コキッというのがあり、はまることがあります。おそらく、これは
上方舞も同じで、少しだけ我慢して見ていると何かの瞬間にコキッ
とくることがあると思います。ある一線を越えると受け取り方が
違ってくると思います。
竹島：コキッという擬音語に繋げるのですが、ひうら先生の漫画に
出てくる擬音語は素敵ですよね。セリフ以外の擬音語というのは、
どのように考えられるのでしょうか。
ひうら：漫画家や編集者と話していると擬音語が多々出てきますの
で、私たちは普段から使っていますので、考えることでもありませ
ん。一般の人と話した時、あまり擬音語が出てこないことで、自分
の中に擬音語が多いことに気付きました。
竹島：木村先生のニューヨーク留学のお話も興味があるのですが、
どのようなものだったかお話いただけますか。
木村：一番のきっかけは、『グランドホテル』という作品があった
のですが、その演出家としてブロードウェイでトニー賞をいくつも
受賞されていたトミー・チューンという方が来て、私はその人の稽
古場で演出助手をしていました。トミーさんが稽古場に入られる
までの１ヶ月は形だけの稽古をしました。先に振付助手の方が来
て、振りとして『グランドホテル』を入れてしまいます。その時点
で、ほぼ形として出来上がっていました。しかし、トミーさんが来
て、宝塚の役者に一言つぶやくとその演技がガラッと変わったので
す。形だけのものが物語に変わってこちらに迫ってきたのです。ま
るで魔法のようでした。その時、これは研究しなければと思い、文
化庁の企画もあり１年間ニューヨークへ行ってきました。
　衝撃的だったのは、姿勢もピシッとなる方が綺麗なので、宝塚は
どちらかというと厳しく緊張させる稽古が多いのですが、ニュー
ヨークの演劇は一番初めにリラックスを練習するのです。緊張をど
れだけ解くかが重要です。役者は椅子に座り、寝てしまうギリギリ
まで真剣に緊張を解きます。その緊張を解いた最後のところで名詞
を渡します。その緩んだ瞬間に名詞を渡し集中させることで、その
瞬間がリアルになるというメソッドがあります。宝塚とは正反対で
した。役者は四角い部屋にいた時に、客席である一面だけが空いて
いて演技すると表現されます。芝居をしていることを意識せず、リ
ラックスが完全にできれば芝居に集中できるので、まず、リラック
スから入るのです。
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『グランドホテル』の演出の際、演出家のトミーさんが宝塚の役
者に伝えていたのは、心理的なことだったのでしょう。そうするこ
とで、形だけだったものが立体的になっていったのだと思います。
ひうら：本当に集中している時はゾーンに入っているので閃きはあ
りますよね。
竹島：ひうら先生の漫画家への道は就職活動のように説明していた
だいたのですが、木村先生はどのように演出家へとなられたので
しょうか。
木村：基本的に運です。ラッキーだったとしか言いようがありませ
ん。大学に入る前に、小田島雄志先生のシェイクスピア全集が出版
され、私はそれに感動したので脚本家になりたいと思い、大学時代
はずっと脚本を書いていました。脚本を書いては知人に見せ、講評
をもらっていました。その当時から、ロマンティックすぎるとは言
われていました。
そして、いざ就職活動となると、求人の製造業のところにたまた
ま宝塚歌劇団というのを発見しました。製造業の分野に掲示があっ
たので、てっきり大道具か何かだろうと思いながら、通勤ラッシュ
の多い東京は脱出したいと思っていたので、これに応募して港町神
戸で、白雪姫を囲む 7 人の小人のような生活をしようと思って申込
みました。すると、1 次試験として、宝塚側から就職試験として脚
本を書いて欲しいと連絡がありました。短編集、小説などの課題書
物を出され、その中から 1 冊の本を選び 30 分の上演台本を書くと
いうものでした。その一次試験に通り、二次試験を受けた時に、面
接官の始めの説明で、初めて自分が脚本家の卵の入試を受けること
を知りました。大道具の試験だと思っていた私にとっては、完全な
るラッキーな出来事でした。
竹島：雨宮ホタルさんも受かることが無い会社に受かりましたよね。
では、山村先生もお越しですので、先着 5 名、山村先生に所作をご
教授いただきましょう。本日はお扇子を使っての動きをやってみます。
山村：それでは扇をさまざまなものに見立てて踊ることが多いので、
それをやっていただきたく思います。まず、扇を広げていただき、
さまざまなシチュエーションをしていただきたいと思います。まず
は、障子を開きます。扇子を少し下に向けて手を添えてください。
そして、動かす。
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図 11　扇子を使った所作の様子
空を見上げましたら雨が降っておりましたので、次は扇子を雨に
見立て、小雨なら小さく、大雨でしたら大きくひらひらとさせなが
ら斜め下へ動かします。次は船をこぎます。こぎましたら、船から
風景を見てみましょう。近くを見るときは近くに、遠くを見るとき
は遠くに手をかざしながら視線をずらしましょう。
　それでは、お座敷なのでお酒をいただいてみましょう。扇子を少
し閉じていただき、お銚子のようにしてみましょう。そして、扇子
を開いてお酒をいただきましょう。いただいたら、そっと口元に持っ
ていきましょう。
次は、短冊に見立て七夕をしてみましょう。指を筆に見立てて願
いをさらさらと書きましょう。書きましたら木の枝につるしましょ
う。最後は、扇子を閉めていただき、煙管を吸いましょう。扇子を
煙管に見立て、煙草盆があると想像しながら、右手だけを動かし葉
を詰め、火をつけて吸います。最後は、詰めた葉をポンポンと捨て
ましょう。このように、上方舞では小道具を使うことが少ないので
扇子をいろんなものに見立てております。
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図 12　扇子を使った所作の様子詳細
木村：大変興味深いと思ったのは、先程のメソッドにもあるのです
が、無いはずのリンゴを手の中に作るという演技です。しばらくす
ると役者にはリンゴが見えてくるそうです。無いはずのコーヒー
カップを使って、コーヒーを飲んでみる。これも、役者はやってい
るとカップが見えるそうです。
竹島：では、質疑応答を行いたいと思います。一般の方もご質問を
どうぞ。
質問者①：本日は楽しいお話をありがとうございました。私は武
庫川女子大学に通っております。私たちは 20 歳になったばかりで、
女性として経験も色気もまだまだなのですが、このような私たちが
燦めいていけるような助言やアドバイスがあれば先生方にお聞きし
たいと思います。
福井：私はオッサンで燦めいていませんし、もちろん女性でもない
ので、本日のテーマにそぐわない出演者なのではと思っておりまし
た。ただ、上方文化評論家という立場から申し上げますと現代の皆
さんが、上方の文化芸能にもう少し関心を持って下さったらと思い
ます。上方文化には、優美さや包容力など女性の美学がぎょうさん
含まれていると思います。関西という文化風土に関心を持っていた
だけたら、それだけでずいぶんと素敵な女性になれるのではないで
しょうか。
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山村：20 歳のころ、自分が将来何をしていこうと思うことは見つ
かりにくいかと思いますが、何か一つを決めて一生懸命やり続ける
ことによって自分の中の発見などがあり、成長していけるのではな
いかと思います。
ひうら：今日、他の先生の話にヒントがあるなと思いました。こつ
こつ続けること、リラックスすること、緩んだ時に浮かんでくるこ
と、出会ったことに偏見を持たなければ、世界が広がると思います。
出会いを信じてみる。繰り返すことでこつがわかると思います。こ
こからがチャンスだと気づけると思うので、燦めくかはわかりませ
んが、楽しく生きていけると思います。
木村：あえて言えば、僕は宝塚歌劇団に入団する前、文章を 7 年間、
脚本だと 4 年間書き続けたのですが、どれだけ努力しても報われな
い人生はあることを前提としていました。その前提でもやる気があ
るならばやってみてください。夢は必ず叶うわけではありません。
それでもやる気があるなら、そこから先は命がけです。僕は誰に何
を言われようと辞めませんでした。あとはリラックス。どこかで空
になる瞬間は、何か閃く時に必要だと思います。あの選択が間違っ
てなかったと思う選択は、意外と時間をかけず選んでいると思いま
す。緊張した時ではなく、悩みすぎてリラックスして空になった瞬
間の選択が正解だったことが多いです。どこかの瞬間で見えること
があると思います。それが、燦めいた瞬間です。一瞬でも見えるも
のを大切にしてください。
竹島：では、他の方の質問も受けたいと思います。
質問者②：対談の際に、木村先生が今日のために考えてきたネタが
あるとおっしゃっていたのですが、どのようなことだったのでしょ
うか。
木村：ちょうどラッキーなことに今、言うことができました。空に
なるという話をしたいと思っていました。つい最近、とても悲しい
ことがあったのです。3 ～ 4 ヶ月ずっと頑張ってきたプロジェクト
があったのですが、宝塚のためを思い、諦めたのです。どんなプロ
ジェクトかはここでは申し上げません。ただ、頑張っていた仕事で
したのでショックでした。しかし、いいチャンスだとも思いました。
空になる方法を自分で試してみたのです。散歩をしていて、「空に
なる、空になる、空になる」と三回唱えました。すると、そんな時、
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私は微笑みました。自分での新発見でした。人により、空になる時
はどのようになるかわかりませんが、何かしら自分がせっぱ詰まっ
た時に、自分の中で見えてくる良い方向があると思いますし、この
方法は私には役に立ちました。
竹島：ありがとうございました。これでパネルディスカッションを
終わらせていただきます。
黒田：みなさまありがとうございました。多岐に渡る感銘の深いお
話、作り事の無い状態で聞くことができました。もう一度、感謝の
意を込めて拍手をお願いいたします。以上で、秋季シンポジウムを
閉会いたします。
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シ ン ポ ジ ウ ム 講 師 ご 紹 介
PROFILE
講師プロフィー ル
●木村 信司 /KIMURA Shinji
　千葉県出身。1988年宝塚歌劇団入団後、1993年宝塚大劇場公演デビュ をー果たす。
1997年から1年間文化庁の派遣研修員としてニュ ヨーー クでの留学を経験、2002年『鳳
凰伝』では楽曲により物語が進行する趣向が大きく受け入れられ、同年、社団法人日
本演劇協会賞を受賞。2003年にはオペラ『アイー ダ』を題材にした『王家に捧ぐ歌』で
は、全編オリジナルの楽曲とダイナミックな群舞で絶賛を浴び、第 58回芸術祭演劇部門
優秀賞を受賞。次回の演出作品は、東京国際フォー ラム公演『Ernest in Love』で
2015年 1月より上演される。
●ひうら さとる /HIURA Satoru
　1966年大阪府出身。1984年に『なかよし』にてデビュ さーれ、初連載『ぽ きーゅぱい
ん』以降、『月下美人』『パラダイス★カフェ』など人気作品が多数。その後、“干物女”
の言葉も流行した『ホタルノヒカリ』が大ヒットし、綾瀬はるかさん主演で 2度のドラマ化、
映画化がされている。43歳での初産経験を描いた『ヒゲの妊婦（43）』、60歳を超えて
高校に通う母を描いた『女子高生チヨ（64）』などコミックエッセイも好評で、NHK-BS『ア
ジアで花咲け！ なでしこたち』ではアジアで自らの仕事を開拓する女性たちを取材し描い
ている。東日本大震災を漫画で語り継ぐプロジェクト『ストー リー 311』の発起人でもあり、
現在は「Kiss」（講談社）にて『ホタルノヒカリSP』を連載中。
●山村若峯董芳恵 /YAMAMURA WAKAHOUDOU Yoshie
　1971年大阪生まれ。3歳で山村若峯董師匠に入門、1991年に山村流 4世宗家より
若峯董芳恵の名を許される。2009年には、第 46回なにわ芸術祭新進舞踊家競演会に
て「地歌　越後獅子」を舞い、新人奨励賞を受賞。その他、山村流舞踊家として多
数の舞台に参加。 yoshiehohu@hct.zaq.ne.jp
●福井 栄一  /FUKUI Eiichi
　1966年大阪府吹田市生まれ。京都大学大学院法学研究科を修了（法学修士）。京
都ノー トルダム女子大学人間文化学部や関西大学社会学部の非常勤講師。上方舞・
地歌などの芸能、歴史文化に関する講演、評論、テレビ・ラジオ出演なども各地で精力
的に行い、独特の「福井節」で人気を博す。（注：2015年 4月からは四條畷学園大学
看護学部の客員教授に就任。）著書は、『増補版 上方学』、『大阪人の「うまいこと言う」
技術』など、通算 25冊。 http://www7a.biglobe.ne.jp/~getsuei99
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阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
2015.11.16　MIE  （MDC）
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